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OPEN SURGERY OF ELDERLY PATIENTS WITH BENIGN 
          PROSTATIC HYPERTROPHY
 Kohei Kurokawa, Yoshimi Tamura, Haruyuki Ogura, 
   Jun Kurihara, Mikio Kobayashi, Susumu Jinbo, 
Takanori Suzuki, Kyoichi Imai and Hidetoshi Yamanaka 
From the Department of Urology, School fMedicine,  Gunma University
   Thirty three patients with benign prostatic hypertrophy (BPH) over age 80 who had undergone 
an open prostatectomy at our ward in the period of January of 1968-December of 1987 (20 years), 
were retrospectively studied for their complications before, during, or after the operation and 
prognosis. Preoperative complications were observed at a very high rate. When these complica-
tions may influence the prognosis, prudent care is required. 
   The incidence of complications during or after the operation seemed also to be slightly high. 
This is probably because the number of patients with recurring urinary retention or those who 
had received cystostomy before the operation were relatively high among the elderly people. In 
such cases especially prudent care is required, for the prognosis may be poor. About 88% of the 
patients felt better post-operatively and had a good prognosis. In addition, there was no indica-
tion of the operation shortening their life. Consequently, an open prostatectomy was considered 
to be useful for elderly patients. 
                                                (Acta Urol. Jpn. 36: 1167-1172, 1990) 















を80歳で分 けTablelに 示 した(Tablel).統計 的
処 理 は,Mann-WhitneyのU検 定 に よ った,
結 果
1)術 式
術 式 は,恥 骨 後式(以 下RPP)8例(平 均 年 齢
82.4±1.99歳),恥骨 上 式(以 下SPP)20例(82.5±
1.98歳),会陰 式(以 下PP)5例(82.2±1.46歳)で
あ った.各 術 式間 に 年 齢に 関 す る差 は な か った(Ta-
ble2).術式 の選 択 に 関 して 厳 格 な基 準 は な い よ うで
あ ったが,PPは 最 近 行 われ な くな ってい る.
2)合 併 症 ・既 往症
悪性 腫 瘍 の 合 併 は,SPPの2例 に み られ た.そ の
他 問 題 とな った 合併 症 は,Table3に 示 す ご と くで
ある(Table3).括弧 内 の疾 患 に 対 しては,同 時 に





































































































































の 術 中 経 過
① 手 術 時 間(分)
RPPll9±28分,SPP121±38分,PPlOO±27分
で あ り各 術 式間 に 差 は な か った(Fig.1).グラ フ中
の イ ニ シ ャル の症 例 につ い て は後 に 述べ る.
② 出血 量 と輸 血 量(ml)
出血 量 は,RPP744±1001ml,SPP590±418ml,
PP532±458mlであ り各 術 式間 に 差 は なか った.
術 前 輸 血 例 は3例 で あ り,2例 は ヘ モ グ ロ ビ ン値
lo.Og/d1以下 のた め1～2単 位 ・1例は タ ソポ ナ ー デ
を 繰 り返 した た め5単 位 の輸 血 を 行 ってい た(Fig.2).
③ 摘 出腺 腫 重 量(9)
RPPは50±36g,SPP52±32g,PP31±15g


































































































が,カ テ ー テル の位 置 矯 正 ・洗 浄 に よ り対 処 しえた.
発 熱 はRPP2例(1例 はS.K),SPP5例(1例
はK.T.),PP1例 に み られ た.RPPの2例(1例
はS.K,,副睾 丸 炎 の診 断 は この症 例 のみ),SPPの1
例 は特 に 処置 せ ず 解 熱,残 りも抗 生 剤 の変 更 に て解 熱
した,尿 漏 はRPP3例,SPP5例,PP4例 にみ
られ た.PPの1例(K.S.)を 除 き無 処 置 また は カテ
ー テル の抜 去 を遅 らせ る こ とに よ り2週 以 内に 治 癒 し
た.PPの1例(K.S.)は 治癒 せ ず 退院 したが,3カ
月後 に は 自然治 癒 した.創 移開 はRPP1例(C.H.),
SPP2例,PP4例 に 生 じた.RPP,SPP例 は 自然
治癒 した.PPで は3例 が 移 開部 の 尿漏,1例 が死 腔
形成 とな った が,保 存的 に 治 癒 した.
⑥ 術後 感 想 お よび 予 後
88年5月に術 後 の排 尿状 態 ・術 後 感 想 ・予 後 に つい
て調 査 を行 った.患 者 自身或 い は患 者 の 生 活介 助 を お
もに 行 った者 よ り29例(29/33,87,9%)の回 答 が得
られ た.術 後排 尿 状 態 に つ い ては つ ぎ の よ うで あ っ
た.排 尿 困 難 を訴 え た者 は 皆無 であ った が,1例 に術









たものはなく,4例は 『不明』であった.こ の4例 の
内訳は,3例 は術後1年以内の死亡例(①81歳,喉頭
癌照射後,8ヵ 月後に癌死 ② 前述のK・T・,84歳
合併症なし,術後衰弱し4ヵ月後に死亡.③85歳,陳








































































































































症例においては,手 術が期待 されたほ どの良い結果


















本論文 の要 旨は第3回 前立腺 シンポジウムにおいて発表 し
た。
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